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SDGs セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
ご
提
案
 

 　
〜
　
SDGs を
経
営
に
統
合
す
る
た
め
に
　
〜
 

 【
セ
ミ
ナ
ー
担
当
の
経
歴
】
 

　
講
演
者
 

　
吉
田
浩
司
：
外
資
系
銀
行
に
25年
間
勤
務
し
、
外
国
為
替
業
務
、
信
託
銀
行
業
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
関
連
管
理
業
務
な
ど
の
本
部
長
職
歴
任
。
そ
の
後
、
日
本
の
投
資
顧
問
会
社
に
10年
勤
務
し
、
そ

の
内
5年
間
取
締
役
を
務
め
た
。
現
在
、
ア
ー
ク
東
短
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
株
式
会
社
に
勤
務
し
、
ESG投

資
等
に
従
事
し
な
が
ら
、
CSRエ
キ
ス
パ
ー
ト
認
証
取
得
し
、
CSR観
点
か
ら
SDGsを
企
業
、
業
界

団
体
、
大
学
等
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
SDGs拡
散
活
動
中
。
 

 　
講
演
協
力
者
 

　
尾
池
厚
之
：
現
ユ
ネ
ス
コ
代
表
部
大
使
と
し
て
、
教
育
、
科
学
、
文
化
、
世
界
遺
産
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
2015年
の
SDGs採
択
時
に
は
、
外
務
省
地
球
規
模
課
題
審
議
官
（
局
長
級
）
と
し
て
事

務
方
の
責
任
者
を
務
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
米
国
、
中
国
、
韓
国
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
等
で
、
次
席
公
使
（
副
大

使
）
や
経
済
部
長
（
公
使
）
を
歴
任
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
は
国
連
の
教
育
機
関
で
も
あ
り
、
SDGsの
政

策
と
整
合
性
の
高
い
機
関
で
あ
る
。
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ら
英
国
研
修
を
受
け
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
国
際
関
係
論
学
科
卒
業
、
修
士
（
M
. Litt）
。

1986年
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
国
大
使
館
二
等
書
記
官
。
1988年
外
務
省
欧
亜
局
西
欧
第
二
課
事
務
官
。

1990年
外
務
省
経
済
協
力
局
有
償
資
金
協
力
課
課
長
補
佐
。
1993年
外
務
省
中
近
東
ア
フ
リ
カ
局
中

近
東
第
二
課
首
席
事
務
官
。
1995年
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部
一
等
書
記
官
。

1997年
外
務
省
経
済
局
総
務
参
事
官
室
首
席
事
務
官
。
1999年
外
務
省
北
米
局
北
米
第
二
課
企
画
官
。

2000年
外
務
省
北
米
局
北
米
第
二
課
日
米
協
力
推
進
室
長
。
同
年
外
務
省
経
済
局
開
発
途
上
地
域
課
企

画
官
併
任
（
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
連
携
協
定
交
渉
担
当
）
。
2001年
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
大
洋

州
課
長
。
2003年
外
務
省
経
済
局
国
際
経
済
第
一
課
長
。
2004年
外
務
省
経
済
局
開
発
途
上
地
域
課

長
。
同
年
外
務
省
経
済
局
経
済
連
携
課
長
。
2007年
在
大
韓
民
国
日
本
国
大
使
館
総
務
公
使
。
同
年
在

大
韓
民
国
日
本
国
大
使
館
経
済
公
使
。
2010年
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部
公
使

（
経
済
）
。
2012年
在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使
（
経
済
部
長
）
[2][3]。
2014年
外
務
省
大
臣
官

房
地
球
規
模
課
題
審
議
官
（
大
使
）
、
公
益
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技
術
振
興
基
金
評
議
員
[4]。

2016年
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国
大
使
館
次
席
公
使
[5][6]。
 2017年
TPP等
政
府
対
策
本
部
首

席
交
渉
官
代
理
[7]。
2020年
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使
[8]。

【
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
】
よ
り
…
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当
時
彼
が
取
締
役
を
務
め
て
い
た
会
社
か
ら
病
気
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
愕
然
と
し
た
。

そ
れ
で
も
彼
は
前
向
き
で
、
再
就
職
先
を
探
し
つ
つ
、
国
連
の
SDGs（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
普

及
活
動
を
始
め
た
。
 

　
死
を
も
意
識
し
た
入
院
中
に
SDGsを
知
り
、
生
き
残
れ
ば
力
を
尽
く
そ
う
と
決
め
た
ら
し
い
。
私
は

外
務
省
の
地
球
規
模
課
題
議
官
と
し
て
関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
「
そ
れ
な
ら
一
緒
に
で
き
る
」
と
生
徒
会

時
代
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
。
コ
ロ
ナ
で
し
ば
ら
く
お
預
け
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
こ
そ
推
進
し

な
く
て
は
と
叱
ら
れ
た
。
一
緒
に
頑
張
り
た
い
。
（
お
い
け
、
あ
つ
ゆ
き
=ユ
ネ
ス
コ
政
府
代
表
部
大

使
）
 

 　
本
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
的
財
産
権
そ
の
他
一
切
の
権
利
は
、
知
的
所
有
権
協
会
【
ア
イ
デ
ア
企
画
】

ま
た
は
そ
の
情
報
提
供
者
に
帰
属
し
ま
す
。
 

　
 

　
尾
池
 厚
之
（
お
い
け
 あ
つ
ゆ
き
、
1960年
（
昭
和
35年
）
8月
26日
 - ）
は
、
日
本
の
外
交
官
。

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使
。
 

  　
経
歴
・
人
物
 

　
大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
卒
業
[1]、
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
1983年
外
務
省
入
省
。
1984年
か
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そ
れ
は
、
ま
だ
生
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
エ
ー
ル
を
く
れ
た
の
で
す
。
ま
だ
病
床
に
あ
る
時
か
ら
、

SD
Gs
を
CS
Rの
観
点
か
ら
企
業
経
営
に
ど
の
よ
う
に
統
合
し
て
い
く
か
を
学
び
、
検
定
に
合
格
す
る
こ

と
で
、
拡
散
活
動
を
す
る
自
信
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
を
尾
池
君
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
「
是
非
2人
で
SD
Gs
を
広
げ
る
活
動
を
し
よ
う
」
と
協
力
を
申
し
出

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
2人
で
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
（
添
付
、

20
20
年
10
月
2日
、
日
経
新
聞
朝
刊
の
「
交
遊
抄
」
を
参
照
下
さ
い
。
）
 

  　
今
こ
そ
SD
Gs
　
尾
池
厚
之
 

　
20
20
/1
0/
2付
｜
日
本
経
済
新
聞
　
朝
刊
 

　
ほ
ぼ
半
世
紀
に
も
な
る
良
い
友
人
が
い
る
。
ア
ー
ク
東
短
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
勤
務
の
吉
田
浩
司
君
だ
。

中
学
1年
の
時
に
出
会
い
、
中
学
3年
時
は
生
徒
会
で
私
が
会
長
、
彼
が
副
会
長
と
し
て
活
動
し
た
。
以

降
「
ヨ
ッ
タ
」
「
オ
イ
ケ
ン
」
と
呼
び
合
う
仲
で
、
飲
む
と
い
つ
も
午
前
様
だ
。
 

　
ヨ
ッ
タ
は
責
任
感
が
強
く
、
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
。
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
銀
行
が
行
政
処
分
を
受
け

20
05
年
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
を
閉
鎖
し
た
時
は
信
託
業
務
部
長
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
再

就
職
先
を
探
し
、
最
後
に
建
を
閉
め
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
明
日
で
き
る
こ
と

は
今
日
や
る
な
」
と
の
外
務
省
の
こ
と
わ
ざ
で
彼
を
励
ま
し
た
。
 

　
彼
は
16
年
秋
に
突
然
白
血
病
を
患
っ
た
。
1年
後
よ
う
や
く
退
院
で
き
た
の
で
快
気
祝
い
を
し
た
ら
、

4

【
セ
ミ
ナ
ー
所
要
時
間
】
 

　
質
問
の
時
間
も
含
め
て
約
90
分
。
 

 【
費
用
】
 

　
費
用
は
発
生
致
し
ま
せ
ん
。
但
し
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
場
合
、
会
場
代
等
の
諸
経
費
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、

費
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 【
我
々
が
SD
Gs
拡
散
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
）
 

　
私
、
吉
田
浩
司
が
SD
Gs
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、
4年
半
前
に
白
血
病
を
患
い
、
入
院
し
て
い
た

時
の
こ
と
で
す
。
中
学
校
か
ら
の
親
友
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に

就
い
た
後
も
ず
っ
と
良
き
友
、
相
談
相
手
で
あ
る
尾
池
厚
之
君
が
、
海
外
赴
任
の
合
間
を
縫
っ
て
見
舞
い

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼
が
、
以
前
、
地
球
規
模
課
題
害
議
官
（
局
長
）
を
担
当
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。
「
地
球
求
規
模
課
題
っ
て
何
？
」
っ
て
疑
間
が
、
事
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で

す
。
 

　
死
も
意
識
し
、
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
「
仕
事
は
頑
張
っ
た
け
ど
、
入
社
し
た
て
の
頃
の

思
い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
何
か
を
で
き
た
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
た
時
に
、
地
球
規
模
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
の
試
み
SD
Gs
に
出
会
っ
た
の
で
す
。
も
し
、
病
気
を
克
服
で
き
た
な
ら
、
自
分
の
残
り

の
人
生
を
使
っ
て
、
こ
の
次
の
世
代
の
為
に
、
SD
Gs
に
質
献
で
き
る
活
動
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
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え
や
概
念
、
歴
史
、
及
び
現
況
と
今
後
予
想
さ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
説
明
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
在

任
中
の
為
、
ZO
OM
等
で
の
参
加
か
、
或
い
は
事
前
に
録
画
し
た
動
画
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
大
使

か
ら
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
 

　
●
自
己
紹
介
 

　
●
コ
ロ
ナ
禍
と
SD
Gs
 

　
●
今
後
の
世
界
で
の
取
り
組
み
 

　
●
日
本
政
府
の
取
組
 

　
●
企
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
有
益
な
理
由
 

  　
そ
の
後
、
吉
田
浩
司
か
ら
尾
池
大
使
の
話
の
お
さ
ら
い
と
基
本
的
な
SD
Gs
の
全
体
像
と
狙
い
に
加
え

て
、
SD
Gs
の
取
組
み
、
経
営
へ
の
統
合
の
方
法
論
等
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
具
体
的
、
実
践
的

に
説
明
を
し
ま
す
。
 

　
●
ス
テ
ッ
プ
1：
SD
Gs
を
理
解
す
る
 

　
●
ス
テ
ッ
プ
2：
自
社
事
業
と
強
み
を
絡
め
て
優
先
課
題
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
を
特
定
す
る
 

　
●
ス
テ
ッ
プ
3：
目
標
と
指
標
を
設
定
す
る
 

　
●
ス
テ
ッ
プ
4：
既
存
の
事
業
活
動
に
統
合
す
る
為
の
施
策
を
実
行
し
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
を
回
す
 

　
●
ス
テ
ッ
プ
5：
結
果
と
進
捗
状
況
の
情
報
開
示
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
交
流
を
図
る
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 【
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
】
 

　
企
業
経
営
者
の
「
SD
Gs
と
は
何
か
？
」
と
言
う
「
分
か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
」
と
い
う
根
本
的
な
課

題
か
ら
、
そ
れ
に
起
因
す
る
「
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？
」
「
何
も
し
な
く
て
も
問
題
は
な
い
の
か

？
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
と
悩
み
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
最
初
の
段
階
と
し
て

SD
Gs
の
理
解
、
気
づ
き
へ
と
導
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
起
点
と
し
て
、
企
業
経
営
の
観
点
か
ら

「
何
を
す
べ
き
か
？
」
、
「
何
が
で
き
る
か
？
」
、
「
ど
の
よ
う
に
施
策
し
て
い
く
か
？
」
、
「
損
を
し

な
い
か
？
儲
か
る
か
？
」
と
い
う
思
い
に
、
具
体
的
な
実
例
を
も
っ
て
、
企
業
経
営
に
取
り
込
む
ヒ
ン
ト

を
提
示
し
ま
す
。
 

 【
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
得
ら
れ
る
も
の
】
 

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
頂
い
た
方
に
は
次
の
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
 

　
・
SD
Gs
と
い
う
話
題
に
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

　
・
現
在
の
お
仕
事
の
中
で
の
SD
Gs
と
の
関
わ
り
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
・
ご
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
絡
め
て
SD
Gs
に
ど
う
取
り
組
め
る
か
と
い
う
思
考
が
で
き
る
。
 

 【
セ
ミ
ナ
ー
内
容
】
 

　
最
初
、
現
役
大
使
で
あ
る
尾
池
厚
之
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
国
、
外
務
省
と
し
て
SD
Gs
に
対
す
る
考

http://www.one-top.jp/ 
【ワントップデジタル情報局】 

☎

【 03-6260-9193 】

吉田浩司の〝SDGs〟セミナー

 ~ 第1回 SDGs セミナー ~ 
『SDGsで猪苗代を活気ある街に』 

今、世界的な潮流である地球社会、地球環境の持続可能性を達成しようという
SDGsを理解して、猪苗 代の創生に活かしていく思考と方法を学びます。 
●日時:5月22日(日) 午後1時30分~3時30分(予定)  
●場所:学びいな〒969-3123 福島県耶麻郡猪苗代町鶴田１４１-１ 
Tel. 0242-72-0180  
●講師:吉田 浩司 氏 同志社大学経済学部卒/元投資顧問会社取締役 
CSR(企業の社会的責任)ストラテジスト認証取得 
SDGs推進専門家/元外資系金融機関本部長  
●定員:30名(先着順)  
●料金:無料 
◆お問い合わせ、お申し込みは「トップタウン猪苗代」へ。 

電話090-2889-3808(古川秀和)


